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調査の概要 ～ 企業 vs 大学生 ～

目的

県内のSDGsの取り組みが積極的とは言い難い現状の中、そ

の改善のため県内企業と大学生のSDGsに対する取り組み状

況や認識の違いを把握するため。

対象

沖縄県内大学生（総サンプルサイズ：N = 182）

・沖縄国際大学（n = 27）、名桜大学（n = 28）、

琉球大学（n = 88） ※ 50音順

・その他の大学（n = 39）

沖縄大学（n = 15）、沖縄キリスト教学院（n = 3）

沖縄キリスト教短期大学（n = 2）、県立看護大学（n = 16）、

県立芸術大学（n = 3）、※ 50音順

方法
GoogleフォームによるWebアンケート

・大問：14、小問：22 ・回答方法（5択「その他」は記述）
・時期：2020年12月3（木） ～ 12月16日（水）

回収結果
・回答者に琉球大の学生が多く、大学間でサンプルに偏り（琉大生

= 48.4％[37.5％]、4年次性 = 48.9％[24.8％]）がある。
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危うい？沖縄SDGsの未来

13%

11%

21%

13%

14%

8%

30%

11%

8%

12%
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その他の大学

沖縄国際大学

名桜大学

琉球大学

総計

既取組 & 取組予定・検討中 既知・未取組
未知・認識 未認識

X-squared = 14.358, df = 9, p-value = 0.1101

Q．SDGsに関する認知・取組状況〈択一〉

既取組
大学（8 ％）

vs 産業（80 ％）

（SDGs）未認知

大学（12 ％）
vs 産業（0 ％）

【取組・認知】

進む“産業（企業）”

遅れる“大学（大学生）”

既取組中
& 取組予定

大学平均（総計）
（14 ％）

琉球大学（13 ％）

名桜大学（21 ％）

未認識

大学平均（総計）
（12 ％）

琉球大学（8 ％）

沖縄国際大学（30 ％）

大学間の差異は
“見せかけ”
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既取組 取組予定・検討中 既知・未取組
未知・認識 未認識

X-squared = 130.28, df = 4, p-value < 2.2e-16
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SDGsに無関心なのは個人の資質？
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X-squared = 56.126, df = 4, p-value = 1.887e-11
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やっている やる予定 未定 やらない予定 やっていない

X-squared = 12.679, df = 12, p-value = 0.3928

Q．SDGs理解のための情報収集・学習〈択一〉

やっている
大学（33 ％） vs 産業（77 ％）

【情報収集・学習】

（やはり）

進む“産業（企業）”

遅れる“大学（大学生）”

やっている

大学平均（総計）（33  ％）

琉球大学（13 ％） 名桜大学（43 ％）

大学間の差異は “見せかけ”
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SDGsに無関心なのはシステム要因？
Q．SDGｓを知った経緯〈択一〉

メディア

46%

取引先からの

情報提供

2%

所属団体からの

情報提供

13%

自社の社員

からの情報提供

26%

社内外からの

対応要請を受けて

13%

本業関連

54%

産業（企業）

X-squared = 37.102, df = 5, p-value = 0.0000005715

Findings 1：産業（企業）と言えども、単独の主たる情報ソースは“メディア”

⇒ やみくもに産業（企業）から講師を招聘しても、メディア情報の焼き直しか？

Main Findings：（俯瞰して見れば）“本業関連” の情報ソース（産業（企業）54％、
大学（大学生）57％）が最大

⇒ “本業におけるSDGs情報の拡充”が“啓発最大のカギ”!?

Findings 2：（一般論で言えば）大学生をSNSから、メディア（テレビ等）へどう引きき戻す

かが“啓発のカギ”？

中高の授業・研修等

8%

就職活動関連, 

6%

本業関連

（大学の授業）

57%

メディア

24%

友人・家族

6%

大学

X-squared = 115.75, df = 4, p-value < 2.2e-16
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続）SDGsに無関心なのはシステム要因？

0% 50% 100%

その他の大学

沖縄国際大学
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琉球大学

総計

1年次 2年次 3年次 4年次

22%

5%

70%

17%

24%

X-squared = 57.223, df = 9, p-value = 0.000000004579

Q．SDGｓを知った経緯 =“授業”
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やっている やる予定 未定 やらない予定 やっていない

X-squared = 5.8529, df = 12, p-value = 0.9233

Q．琉大生の学年別SDGs理解のための
情報収集・学習〈択一〉
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1・2年次の授業

大学平均（総計）
（22 ％）

琉球大学（0 ％） 名桜大学（70 ％）

大学間で、

“明確な差”が！

琉大生の年次別のSDGsへの感度

琉大平均（36 ％）

1年次（15 ％） 2年次（38 ％）

3年次（38 ％） 4年次（41 ％）

明らかに“低い” 、

初年次生の感度（関心）
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まとめ

・次代の県民、産業（企業）人（= 大学生）の関心は予想に反し低い

・産業（企業）人もSDGsの情報ソースは“メディア”に過ぎない

・（最も重要な情報ソースは）“本業”（産業 = 業務、大学 = 授業）

意識的な

“初・低年次（共通教育）SDGs教育”

の拡充を !?

琉球大学への提言
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ご清聴有難うございました
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電通沖縄（株）Team SDGs OKINAWA

琉球大学
国際地域創造学部・観光地域デザインプログラム
観光経済・統計学ゼミ

・笹澤 美陽
・新崎 響 ・大城 和輝 ・金城 凪沙 ・関屋 安莉
・知念 杏珠 ・比嘉 杏理 ・比嘉 有伶 ・福嶋 京香
・普久原 彩香 ・與儀 蒼
・高江洲 理奈 ・竹村 梨華子 ・屋比久 芽生

（指導教員）金城 盛彦




